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2アジェンダ

1. 電子リソース管理の現状

2. ERDB-JPの構築

3. どんなふうに使えるの？

4. パートナーになったら…



１．電子リソース管理の現状 3
たくさんの図書館員が

困ってます
フロー？

コミュニティ？

数がとても
多いから…

システム？



1．電子リソース管理の現状 4

解決に向けて動きませんか？



2．ERDB-JPの構築 5
Q.ERDB-JPってなに？
A.国内刊行電子リソースのナレッジベース（KB）

Q.ナレッジベースってなに？
A.電子リソースのタイトルやURLなど簡易なメタデータを
網羅的に収集し，最新の状態で保持しているデータベース

Q.ERDB-JPの搭載データはなに？
A.商品としてパッケージ化されていない電子リソース

Q.なぜ必要なの？
A.商用KBに拾われづらくて利用者が見落としてしまうから



Q.商用KBにはなぜ拾われにくいの？
A.リソースが点在しているし…

URLがかわりやすい…
日本発のKBベンダーがないし…

2．ERDB-JPの構築 6

それぞれの大学でそれぞれがメンテナンスするのは大変だし勿体ない

1つのデータベースになれば色々なメリットがあるのです



３．どんなふうに使えるの？ CiNii Books 7

データ
取得

図書館

作成・修正

CiNii Books

利用者

検索

学会サイト 機関リポジトリ



３．どんなふうに使えるの？ 商用KBのソース 8
ナレッジベース

(ProQuest)

OPAC
京都大学

A to Zリスト
(ProQuest)

データ
取得

図書館

作成
修正利用者

検索

機関リポジトリ



３．どんなふうに使えるの？ OPAC/電子ジャーナルリスト 9

エクスポート
※データはCC0

電子ジャーナル
リスト

OPAC



３．どんなふうに使えるの？ 世界のERDB-JPへ 10

海外のKB
コミュニティ ERDB-JP



４．パートナーになったら 11
メンテナンスされている情報⇒利用者の信頼

リポジトリ
リンク切れ
発見

新しいタイトル
発見



４．パートナーになったら 12

ひとりだったら大変だけど…

協力すれば 大きな力に



5．参考 13
• カレントアウェアネスE
「ERDB-JP：共同で構築する電子リソース共有サービス」
http://current.ndl.go.jp/e1678

• カレントアウェアネスCA
「オープンなナレッジベースの進展とその背景」
http://current.ndl.go.jp/ca1860

• NACSIS CAT/ILLニュースレター42
「ERDB-JP(国内刊行電子リソースのナレッジベース)の
パートナー募集と活用事例について」

http://catdoc.nii.ac.jp/PUB/nl2/No42/002P.htm

• これからの学術情報システム構築検討委員会
http://www.nii.ac.jp/content/cpc/documents/
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